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1 本書は、 1996年度 (平成 8年度)において481人住宅、民間開発及び公共開発に係る試掘調査

並びに立ち会い調査を実施した市内遺跡発掘調査報告書である。

2 事務局の構成

1997年度 (平成 9年度)

◎発掘調査受託者 教育長 依田 英夫

事務局

教 育 次 長  市サ|1 源

埋蔵文化財課 課     長  須江 仁胤

管 理 係 長  棚沢 慶子

Jr_蔵文化財係長  大塚 達夫

埋蔵文化財係  林  幸彦、三石 宗一、須藤 隆司、小林 興寿、

羽毛田卓也、冨沢 一明、上原  学

調 査 主 任  佐々本宗昭、森泉かよ子

3 各遺跡の執筆は発掘調査担当者が行い、編集は小林が行った。

4 本書掲載の関係資料等は、佐久市教育委員会の責任下に保管してある。
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試掘調査

鵞 掏鉤茫鰤

所 在 地 佐久市大字安原字桟敷1516-1,1514-1

開発主体者 昭和不動産 (株 )

開発事業名 「昭和ニュータウン安原」造成

調査 期 間 平成 8年 4月 4日

面   積 1,589ぽ

調査担当者 羽毛田卓也
桟敷遺跡位置図 (1:10.000)

立地 と経過

桟敷遺跡は湯川を西に臨む帯状微高地西端に展開する平安時代の遺跡である。今回の調査地点

は遺跡のほぼ中央に位置する。今回昭和不動産株式会社が宅地造成をを計画したため、事前に試

掘調査を行うこととなった。

調査の結果

調査区の東西方向に5本のトレンチを掘削した。 トレンチはいずれも表土が浅く、45～ 50 cm

剥いだところで黄褐色ローム層に到達した。各 トレンチを精査した結果、 1本のトレンチから縄

文土器を伴った径1.2m前後の円形土坑が 2基検出された。また各 トレンチより、剥片石器・陶

器・土師器片が出土した。

桟敷遺跡 トレンチ設定図 (1:1.000)



桟敷遺跡 トレンチ掘削状況

桟敷遺跡 トレンチ掘削状況



試掘調査

2 円正坊遺跡群 円正坊遺跡

所 在 地 佐久市大字岩村田字円正坊1292-1他

開発主体者 中部電力株式会社

開発事業名 送電鉄塔建て替え工事

調 査 期 間 平成 8年 4月 22日

面   積 216ビ

調査担当者 冨沢一明

立地と経過

円正坊遺跡Ⅱが含まれる円正坊遺跡群は、浅間山の火砕流により形成された台地が低湿地と接

する台地縁辺に所在し、過去調査が行われた遺跡として清水田遺跡がある。遺跡周辺は北陸新幹

線「佐久平駅」建設にともない大規模な区画整理事業が進みつつある。

今回、中部電力株式会社によつて、遺跡群内にある送電鉄塔建て替え工事が計画され、事前の

試掘調査を行うこととなった。

調査の結果

既存鉄塔部分と拡張部分にそれぞれトレンチを設定し調査を行った。その結果、既存の鉄塔部

分はすでに遺構面下まで削平され、遺構は存在しなかった。拡張部分においては弥生時代と平安

時代の竪穴住居址 4軒が検出された。この結果を受け保護協議を行ったが、設計変更は難しく発

掘調査を実施する運びとなった。

円正坊遺跡位置図(1:10,000)

円正坊遺跡調査全体図 (1:1,000)

トレンチ掘削状況 (東より)



試掘調査

常田居屋敷遺跡群

3 常田居屋敷遺跡

所 在 地 佐久市大字塚原字長塚 1036-3他

開発主体者 佐藤三千男

開発事業名 アパート建設

調 査 期 間 平成 8年 4月 24日

面   積 1,575ぽ

調査担当者 冨沢 一明

立地と経過

常田居屋敷遺跡群は佐久市の塚原地籍のほぼ中央に所在し、周辺には浅間山の火砕流による

「流れ山」と呼ばれる残丘が島状に点在している。周辺部の調査された遺跡としては、藤塚遺跡、

藤塚古墳群、姫子石遺跡などがある。なお、当遺跡群周辺では、佐久市域では未だ検出例が少な

い古墳時代前期の遺構が密集する地域であり注目を集めている。

今回、佐藤三千男氏によつてアパート建設が計画され、遺跡群内である為、試掘調査を実施す

ることとなった。

調査の結果

開発対象地に計 6本のトレンチを設定し調査をおこなった。その結果遺構は確認されなかった

常田居屋敷遺跡位置図 (1:10,000)

トレンチ掘削状況 (東 より)

常田居屋敷遺跡調査全体図(1:1,000)



試掘調査

4常田居屋敷遺跡群
(赤岩弁天池 )

所 在 地 佐久市大字塚原字屋敷403-1

開発主体者 池田 教一

開発事業名 赤岩弁天池浚渫工事

調 査 期 間 平成 8年 4月 24日

面   積 1,461ぽ

調査担当者 羽毛田卓也

立地と経過

常田居屋敷遺跡群は佐久市西北部に展開する弥生時代から平安時代にかけての複合遺跡である。

今回の調査地点は、遺跡群東端の赤岩弁天境内に現存する弁天池である。今回池田教一氏により

赤岩弁天池の浚渫工事が計画されたため試掘調査を実施した。

調査の結果

池の底の土砂を取り除いた結果、江戸時代の創建時に使用されたと推測される修羅の部材 2本

(長さ4m)が出土した。各々2ヶ 所ほぞ穴が穿たれているところから横木のようなものでそり状

に組まれていたと考えられる。他に江戸時代から現代にかけての陶磁器の破片が多量に出土した。

常田居屋敷遺跡群位置図 (1:10,CXICl)

修羅引上状況



修羅引上状況

修羅引上状況



試掘調査

5 城下遺跡群

所 在 地 佐久市大字内山字城下5750

開発主体者 宗教法人長福寺

開発事業名 墓地造成

調 査 期 間 平成 8年 5月 16・ 17日

面   積 897ピ

調査担当者 羽毛田卓也

立地と経過

城下遺跡群は、内山城跡直下の南西傾斜面上に展開する古代から中世にかけての複合遺跡である。

今回の調査地点は斜面の東端 。内山城登山口に位置する。付近の南西斜面は段曲輪状に平坦面が

いくつも造られ、畑や宅地となっている。今回宗教法人長福寺による墓地造成が計画されたため

試掘調査を行った。

調査の結果

調査地に4本のトレンチを掘削した。表土を22～ 28cm剥 いだところで炭化材微小片とパミ

ス・安山岩類小礫を微量含む人為的黒色層が現れた。その面を精査した結果、五輪塔 (地輪部)

と土鍋片が出土したものの遺構は検出されなかった。さらに黒色層を20～ 42cm剥いだところ地

山である山体崩落層が現れた。その面を精査した結果、縄文土器片と石器剥片が出土したが遺構

は検出されなかった。また調査区中央南北方向に斜面を掘削し平坦面を造成していることが明ら

かになった。

城下遺跡群位置図 (1:10,CXD)

トレンチ掘削状況



城下遺跡群 トレンチ設定図 (1:1,CXD)

トレンチ埋戻状況



試掘調査

6 中原遺跡群10

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字今井字大塚

119-1・ 2,122

磯部 清・磯部やえ子

共同住宅建築

平成 8年 5月 25。 26日

1,024nぽ

林 幸彦

立地と経過

中原遺跡群は、中込っ原の津上製作所から

三河田の集落にかけて展開する。滑津川との

比高25mを 測る。1987・ 1988・ 1996年に梨の本

遺跡が調査され中世の遺構・遺物が検出され

ている。今回、三河田大塚の西脇に共同住宅

中原遺跡群10調査地点近景 (北から)

I層  耕作土

Ⅱ層 暗褐色土 (10YR3/3)

皿層 暗褐色土 (10YR3/4)

漸移層

Ⅳ層 黄褐色土 (10YR5/6)
砂質t

中原遺跡群 10土層柱状図

が建設されることになり試掘調査を実施した。

トレンチ 6本を精査したが遺構遺物とも検出

されず、僅かに中世陶器 1片が表面採集された。

中原遺跡群10位置図 (1:10,yxl)
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中遺跡群10調査全体図 (1:1,5CXl)

-9-



識掘調査

仄 写咆吻繹茫鰤穆

所 在 地 佐久市大字小田井字長野原497-1,489-5

開発主体者 (株 )藤総業

開発事業名 工場造成

調 査 期 間 平成 8年 6月 4日

面   積  2,001ビ

調査担当者 羽毛田卓也

立地と経過

下前田原遺跡群は佐久市の最北端に展開する縄文・奈良・平安時代の複合遺跡である。今回の

調査地点は遺跡群の西端に位置する。今回株式会社藤総業が工場造成の計画により試掘調査を実

施した。

調査の結果

調査地の東西方向に幅 2mの トレンチを2本掘削しました。表土を45～ 58cm剥 いだところで 1

～ 3 cm大のパミスを含む明黄褐色ローム層が現れ、精査を行ったが遺構 。遺物ともに検出されな

かった。

小諸市大学平原字長鰤原

309-1

| +es-o

下前田原遺跡群 トレンチ設定図

下前田原遺跡群位置図 (1:10,000)

-10-一



トレンチ掘削状況

トレンチ掘削状況



試掘調査

8

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

立地と経過

跡坂遺跡群は佐久市大字横根地籍に

所在し、湯川を東・南方向に臨む火砕

流台地上に立地する。本遺跡群では、

弥生時代から平安時代の遺物が分布調

査で確認されている。

今回、有限会社新栄開発が本遺跡群

内に宅地造成事業を計画したため、試

掘調査を実施した。

調査の結果

右図のトレンチ 7本を開発事業地内

に設定して、遺構・遺物の確認調査を

行った。

土層の堆積状況は、耕作土 。30cm程

の黒色土 。10cm程の漸移層・地山の

浅間第一軽石流であり、北方に緩やか

に傾斜する地形を成していた。

調査の結果は、遺構 。遺物ともに確

認されなかった。

跡坂遺跡群

佐久市大字横根字南海老950-1外

有限会社 新栄開発

宅地造成

平成 8年 6月 5日

1,858ぽ

須藤 隆司

ビデi.ヽル＼″`1

跡坂遺跡群 位置図(1:10,000)

跡坂遺跡群 調査 ト

跡坂遺跡群 調査全体図(1:1,000)



試掘調査

番屋前遺跡群

佐久市大字猿久保字前原

790-1,791-1,792-3,785-10

株式会社 ほしまん

店舗建設

平成 8年 6月 5日

2,593nピ

林 幸彦

1層  耕作土

Ⅱ層 明黄褐色土 (10YR6/8)

火LLI灰層

皿層 明黄掲色土 (10YR6/8)

砂礫層
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9 番屋前遺跡 I

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

立地と経過

番屋前遺跡群は、通称佐久市の中込っ原の北東端部に位置している。この台地は、浅間火山第

一軽石流堆積物の水成層に覆われている。今回、株式会社ほしまんが店舗を建設することになり

試掘調査を実施した。溝状遺構が 2本検出された。保護協議の結果、記録保存調査を行うことに4   /Q千
JR4ヽ 1'ホ泉

番屋前遺跡群番屋前遺跡 I位置図 (1:10,OCXl)
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番屋前遺跡群番屋前遺跡 I調査近景 (北西から)

番屋前遺跡群番屋前遺跡 I調査全体図 (1:1,250)



未周知

佐久市大字中込字三反田

484-1,490

佐久市厚生課

児童館建設

平成 8年 6月 6日

1,461ぽ

林 幸彦

試掘調査

10

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

立地と経過

試掘調査対象地は未周知の埋蔵文化財包

蔵地である。対象地は、小海線中込駅から

東京電力千曲川調整地にかけて北西に長く

のびる千曲川と滑津川に挟まれた自然堤防

上にある。付近からは土師器や縄文土器片

どが、まれに採集されることがある。今回

(
I層  にぶい黄褐色土 {10YR4/3)水田耕土

Ⅱ喘 褐色土 (7 5YR4ノ 4)水 I‖ 床土

Ⅲ層 黒褐色土 (7 5YR3/2)

RII■ 黒掲色上 (7 5YR2/2)

シル ト質■ (粘質強い ,

v層  暗褐色土 110YR3/3)砂 と礫

Ⅵ層 暗褐色上 (10YR3ノ 4)砂

Ⅶ層 赤褐色土 (5YR4/8)鉄分

llll層  黒掲色t(10YR2/3)砂 と礫

中込三反田調査地点土層柱状図

厚生課で児童館を建設することになり、試掘調

査を施した。

トレンチ 3本を精査したが遺構遺物とも検出さ

れなかった。

中込字三反田調査地点位置図 (1:10,000)

中込字三反田調査地点近景 (北東から)

号導 中込 田口線

中込字三反田調査全体図 (1:1,500)

-14-



試掘調査

11 円正坊遺跡群 2

所 在 地 佐久市大字岩村田字田中1321

開発主体者  (株)平和不動産

開発事業名 宅地造成

調 査 期 間 平成 8年 6月 26日 ～6月 28日

面   積 1,426ピ

調査担当者 冨沢 一明

立地と経過

円正坊遺跡群 2が含まれる円正坊遺跡群は、浅間山の火砕流により形成された台地が低湿地と

接する台地縁辺に所在し、過去調査が行われた遺跡として清水田遺跡がある。遺跡周辺は北陸新

幹線「佐久平駅」建設にともない大規模な区画整理事業が進みつつある。

今回、平和不動産によつて宅地造成工事が計画され、遺跡群内であるため、事前の試掘調査を

行うこととなった。

調査の結果

開発対象地に3本のトレンチを設定し調査を行った。その結果、深さ1.4mの地点で、対象地全

体にわたつて南北方向に流れる旧流路 3本をを確認した。この流路は全体を覆うように厚さ30cm

の砂層が堆積しており、大規模な氾濫が予想された。この他の遺構、遺物は検出されなかった。

円正坊遺跡群 2位置図(1110,fXXl)

円正坊遺跡群 2調査全体図(111,∞0)

トレンチ掘削状況(西 より)



試掘調査

12

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

立地と経過

中金井遺跡は佐久市の北端に位

置し、標高が 730～ 760mの台

地上に位置する。調査地域の南東

には昭和 63年、平成元年に調査

され、多くの中世遺構を検出した

金井城跡が所在する。

今回、株式会社システム 。ワン

による社屋新築工事が行われるこ

ととなり、遺構の有無を確認する

ため試掘調査を行った。

調査の結果

調査区に東西方向のトレンチを

8本設定し、遺構の確認を行った。

その結果、調査区南側 4本のト

レンチから、中世のビット群と思

われる円形及び方形のビットが多

数確認できた。しかし建物建設付

近には遺構の存在が認められなか

ったため、ビット群周辺は埋土保

存する運びとなった。遺物は認め

られなかった。

中金井遺跡群

佐久市大字小田井字上小金井1208-1

株式会社 システム・ワン

社屋新築

平成 8年 7月 3日

1,842m2

上原 学
中金井遺跡群位置図 (1:10,000)

中金井遺跡群ビット群確認状況

はI‖ ‥
=‐
‐ ‐ ‐ ■‖ ‖ IJ

」I●II=‖I‖IIII■ ■■

中金井遺跡群全体図 (1:1,000)



試掘調狡

蛉麒

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 F35

面   積

調査担当者

立地と経過

番屋前遺跡群

鰈饉蛛茫鰤渕

佐久市大字猿久保字番屋前

896-1,897-1・ 7,899-1・ 4

株式会社 ヤマダ電機

店舗建設

平成 8年 7月 4・ 5日

2,738ぽ

林 幸彦

番屋前遺跡群は、通称佐久市の中込っ原の北東端部に位置している。この台地は、浅間火山第

一軽石流堆積物の水成層に覆われている。今回、株式会社ヤマダ電機が店舗を建設することにな

り試掘調査を実施した。

調査の結果、溝状遺構が 4本、

土坑が 2基検出された。

保護協議の結果、駐車場部分は

盛り土保存とし、建物が建築され

る部分は記録保存調査を今年度に

行うことになった。

耕作土

明黄褐色土 (10YR6/8)

火山灰層

明黄褐色上 (10YR6/8)

砂礫層

番屋前遺跡

層

層

　

　

層

Ｉ

Ⅱ

　

　

Ⅲ

番屋前遺跡群番屋前遺跡 I位置図 (1:10,000)

番屋前遺跡群番屋前遺跡Ⅱ調査全体図 (1:1,000)群番屋前遺跡Ⅱ土層柱状図



試掘調査

14 坪の内遺跡

所 在 地 佐久市大字内山字坪の内6748… 3他

開発主体者 有限会社 勇進建設

開発事業名 宅地造成に伴う進入路建設

調 査 期 間 平成 8年 7月 18日 ～7月 19日

面   積 225ぽ

調査担当者 冨沢 一明

立地と経過

坪の内遺跡は佐久市内山に所在する。内山地籍は群馬 。関東方面に向かう交通路として古くよ

り開け、近年はこの峠道が「コスモス街道」として有名となった。遺跡はこの谷筋にのびる山地

から舌状に突き出た丘陵の東斜面にある。遺跡の標高は717m内外を測る。周辺の遺跡としては

長峯古墳群があり、古墳時代後期群集墳 5基が調査されている。

今回、有限会社 勇進建設により遺跡内に宅地造成進入路が建設されることとなり、試掘調査を

実施した。

調査の結果

開発対象地に計 2本のトレンチを設定し調査を行った。その結果、対象地西側から遺物は出土

しなかったものの、焼土及び炭化物が堆積する層が確認でき、炭化物層下より竪穴状遺構とP■

が検出された。調査の結果を受け保護協議がなされたが、設計変更は難しく記録保存を目的とす

る発掘調査を実施する事となった。

坪の内遺跡位置図(1:10,000)

トレンチ掘削状況 (東より)

坪の内遺跡調査全体図(1:1,∝D



試掘調査

15

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

岩村田遺跡群

佐久市大字岩村田795-3

医療法人三世会 金沢病院

看護婦寮建設

平成 8年 8月 2日

80.29nピ

須藤 隆司

立地と経過

岩村田遺跡群は、佐久市大字岩村田地籍に所在し、本調査地点は岩村田の中心街に位置する。

本遺跡群では弥生時代から中世までの遺構・遺物が確認されている。本調査地点の周辺では特に

中世の遺跡が多く、王城跡や黒岩城跡が東方に位置している。また、金沢病院の1997年度の隣接

調査地点では、竪穴状遺構が 7棟検出されている。

今回、金沢病院が本遺跡群内に看護婦寮建設を計画したため、試掘調査を実施した。

調査の結果

全面の表土を除去して遺構・

構 。遺物は検出できなかった。

遺物の確認を行ったが、ほぼ全面に現代の攪乱が及んでおり、遺

岩村田遺跡群 位置図 (1:10,000)

岩村田遺跡群 調査状況 (1/2)

岩村田遺跡群調査全体図 (1:1,CX30)

-19-一



試掘調査

16 栗毛坂遺跡群

所 在 地 佐久市大字岩村田北一丁目4-4

開発主体者 株式会社 真栄建設

開発事業名 住宅展示場 。事務所建設

調 査 期 間 平成 8年 8月 8日

面   積 811ぽ

調査担当者 上原 学

立地と経過

栗毛坂遺跡群は佐久市岩村田に所在し、東西方向にのびる田切り地形の台地上に展開する。調

査区付近の標高は745mを 測る。また、調査区周辺は近年開発が進んでいる地域で、西側に近

接して佐久インターチェンジが所在する。

今回、株式会社真栄建設による住宅展示場 。事務所建設工事が行われることとなり、遺構の有

無を確認するため試掘調査を行った。

調査の結果

調査区に東西方向のトレンチを2本設定し、表土から深さ1.5m付近の砂層上面において遺構

確認を行った。その後さらに掘り下げ2.Om～2.6mの ローム土上面において再度遺構の確認を行

った結果、自然流路跡が 2条認められたが、他の遺構・遺物は確認できなかった。

また、現在の地形は表土下1.Om～ 1.3mに現代の廃棄物が若干含まれることから、周辺地域の

区画整理に伴い、埋め土 。整地されたものと考えられる。

栗毛坂遺跡群位置図 (1:10,000)

鷹 i轟■■■■■
=■
轟■■■薫■■

=筆
離青‖吾‖

栗毛坂遺跡群全体図 (1:1,PXXl)栗毛坂遺跡群調査状況
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試掘調査

17

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

中道遺跡

佐久市大字前山字中道 118-2他

株式会社 光和建設

宅地造成

平成 8年 8月 9日

1,592ピ

冨沢 一明

立地と経過

中道遺跡は野沢平の西方、千曲川と片貝川に挟まれた沖積低地に存在する。遺跡周辺の標高は

670m内外を測る。遺跡内では昭和46年 に一部分のが調査が行われ古代律令期の竪穴住居址が検

出され、遺物としては奈良三彩「蓋」などが出土している。今回、株式会社光和建設により遺跡

内に宅地造成が計画され、試掘調査を行う事となった。

調査の結果

開発対象地に6本のトレンチを設定し調査をおこなった。その結果、調査地東側から弥生時代

後期と古墳時代後期の住居址がそれぞれ 1軒検出された。また中央部からは、圃場整備以前の水

田水路が確認された。対象地西側は西に傾く湿地地形を示し、遺構・遺物ともに確認されなかった。

調査の結果を受け保護協議が行われ、現状での盛り土を行い、尚かつ建物位置を設計変更して

いただくこととなり、 トレンチの埋め戻しを行った。なお、今回の中道遺跡の弥生時代後期の住

居址発見は、野沢平における沖積地内での初めての確認例となった。

中道遺跡調査全体図(1:1,OCXl)

中道遺跡位置図(1:10,CX10)

トレンチ掘削状況(北 より)



試掘調査

18 西大久保遺跡群

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字下平尾字下大久保598-1外

佐久市土地開発公社

住宅団地造成

平成 8年 8月 27日 ～29日

4,878nピ

須藤 隆司

立地と経過

西大久保遺跡群は、佐久市大

字下平尾地籍に所在し、火砕流

台地上に立地している。今まで

の調査では、縄文時代から平安

時代までの遺物・遺構が確認さ

れている。

今回、佐久市土地開発公社が

本遺跡群内に住宅団地造成事業

を計画したため、試掘調査を実

施した。

調査の結果

右図の12本のトレンチを設定

して、調査を行った。耕作土か

ら浅間第一軽石流に至る85cm程

の間に暗褐色土 。黒褐色土・黒

色土の堆積があり、調査区中央

部南半は浅い谷状地形を成して

いた。

本調査地点では、遺構 。遺物

は確認されなかった。

西大久保遺跡群 位置図 (1:10,000)

⑥
597

西大久保遺跡群 調査全体図(1:1,5∞ )



試掘調査

巫鸞

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

靡ヲ浙茫腱

佐久市大字大沢字大棚2252他

株式会社 安井建設

宅地造成

平成 8年 8月 29日 ～ 9月 10日

29,6Hぽ

冨沢 一明

立地と経過

一丁田遺跡は佐久市の西方、蓼科山麓よりのびる山地の一支脈に位置し、遺跡はその山地の南

斜面に存在する。遺跡付近の標高は725～ 775mを測る。周辺の遺跡としては、等遺跡の西方 3 km

の山麓中に31200± 900年前の年代が与えられている石器群が出上した立科F遺跡がある。また、

等遺跡周辺は近年「中部横断道」の通過地点に設定されたことから、今後大きく姿を変えるであ

ろう地域である。

今回、株式会社 安井建設により遺跡内及び周辺に宅地造成が計画された為、試掘調査を実施す

ることとなった。

調査の結果

調査は開発面積29,611ぽをもとに遺跡範囲(詳細分布調査地図に記載)と 隣接地を含めた14,000ピ

に対しおこなった。試掘方法は地籍に沿って幅1.8mの トレンチ42本 を設定し、遺構が検出された

部分については、規模確認の為、適時トレンチを拡張した。

その結果は、南斜面を中心に縄文時代前期から中期後半の住居址14軒、平安時代住居址11軒、

溝状遺構 8本、土坑20基、古墳跡 1基が検出された。この古墳の主体部は南開Ellの横穴式石室

と考えられ、天丼部は既に無くなっているが両側壁は残存している状態であった。また、山倶1の

み周溝が巡つている。傾斜地中央部と南側はJT_没谷が検出され、特に中央部の埋没谷からは縄文

時代中期の遺物が多量に検出され包含層を形成していた。山地斜面地部と水田が接する部分にお

いては泥炭層が形成されており、層中より「杭」と考えられる木製品が 1点出土した。また、対

象地には部分的にソフトローム層が残存じ1日石器が検出される可能性も指摘できた。よって、当

遺跡は南斜面を中心に縄文時代中期の集落が大規模に展開していることが予想された。

以上、調査の結果をもとに協議が行われたが、遺跡の保護については、現在、開発主体者側と

協議中である。

一丁田遺跡位置図 (1:10,000)
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一丁田遺跡調査全体図 (1:1,200)
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調査区遠景 (南 より)

トレンチ掘削状況 (西 より)

トレンチ掘削状況 (西より)
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試掘調査

20

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

寺畑遺跡群

佐久市大字猿久保字下原603-1,604-1

(株)小金沢商店

石油タンク・事務所建設

平成 8年 9月 6日

919ぽ

羽毛田卓也

立地と経過

寺畑遺跡群は湯川南側の河岸段丘最上面に

展開する弥生から平安時代にかけての複合遺

跡である。今回の調査地は遺跡群の中央北端

に位置する。平成 6年度の道路整備事業に伴

う調査では縄文時代創早期の土器・石器群が

検出されている。今回調査地はその東側に近

接する。今回、株式会社小金沢商店が石油タ

ンク。事務所建設工事を計画したため試掘調

査を実施した。

調査の結果

調査地の南北方向に

4本のトレンチを掘削し

た。表土を19cm～ 36cm

剥ぐと褐色砂層が現れ、

精査を行ったが遺構 。

遺物ともに検出されな

かった。さらに砂層を

18cm～ 28cm剥 ぐとJヒ側

約半分からは褐色土層、

南側からは明黄褐色砂

寺畑遺跡群 トレンチ設定図 (1

寺畑遺跡群位置図 (1:10,CIC10)

トレンチ掘削状況

-27-



質ローム層が現れ、精

査を行った結果遺構・

遺物ともに検出されな

かった。さらに北倶1半

分を覆っている褐色土

層を0～ 14cm剥 ぐと明

黄褐色土層が現れ、精

査を行った結果、北端

で道路と推測される溝

址が検出された。

トレンチ掘削状況



試掘調査

21

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

立地と経過

枇杷坂遺跡群は佐久市岩村

田市街地の西側の台地上に展

開する。調査区付近の標高は

730m内 外を測る。

今回、株式会社住建による

宅地造成が行われることとな

り、遺構の有無を確認するた

め、試掘調査を行った。

調査の結果

調査区に南北方向のトレン

チを6本設定し遺構の確認を

行った。その結果、遺構 。遺

物ともに認められなかった。

遺構確認面は黄褐色土の砂層

で、表土からの深さは西端 ト

レンチで1。3m、 東端 トレンチ

で 0.4mを 測る。このため、

調査区付近は平坦な畑地にな

る以前、東から西方向に傾斜

した地形であったと思われる。

枇杷坂遺跡群

佐久市大字岩村田字下久保田向265-1

株式会社 住建

宅地造成

平成 8年 9月 9日

2,080m2

上原 学
枇杷坂遺跡群位置図 (1:10,tX10)

枇杷坂遺跡群近景 (南から)

枇杷坂遺跡群全体図 (1:1,000)



試掘調査

由肱

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

周防畑遺跡群

鱚鋏鰈斃腱 X

佐久市大字長土呂1,H0

千曲錦酒造株式会社

観光酒蔵新築工事

平成 8年 9月 11日 ～ 17日

6,800轟
′

小林 真寿

立地と経過

周防畑遺跡群は佐久市大字長土呂に所在し、標高は600m後半～700m前半を測る。調査地

は、遺跡群南半中央部に位置し、東西を北東～南西に走る田切り谷に区画されている。周辺部か

らは布目瓦が出土しており、古代佐久地方の政治あるいは文化の中核的な施設が存在した可能性

が指摘されてきた地域である。同遺跡群内では、昭和 54年に今回の開発予定地の北東 50mの

地点で周防畑A遺跡の調査により奈良～平安時代の集落址が、また昭和 55年には周防畑 B遺跡

の調査が行われ弥生～平安の集落址が、更に昭和 58年には若宮遺跡の調査が実施され、古代～

平安の集落址が検出されている。

今回、千曲錦酒造株式会社による観光酒蔵新築工事が計画されたため事前に試掘調査を実施し

た。

調査の結果

平安時代の集落の一部が検出された。住居址 7軒、溝状遺構、土坑、掘立柱建物址を構成する

であろう多数のPitが具体的な内容である。周防畑A遺跡に連なるものと思われる。

遺構は、現地表面下0,7m～ 2mに おいて浅間山第 1軽石流の堆積したPlロ ーム上面において検

出されており、残存状況は極めて良好である。

建物の建設予定地の下部にも遺構は存在しており、発掘調査が必要と思われる。

周防畑遺跡群位置図 (1:10,000)

-30-



周防畑遺跡。全体図 (1:500、 天が北)



試掘調査

23枇杷坂遺跡群

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字岩村田字下穴虫239-1

(有 )田園不動産

宅地造成

平成 8年 9月 25日

2,176ぽ

羽毛田卓也

立地と経過

枇杷坂遺跡群は佐久市北方の田切り地帯の

帯状台地に展開する弥生時代から平安時代に

かけての複合遺跡である。今回の調査地点は

遺跡群の中央北端に位置する。今回有限会社

田園不動産が宅地造成を計画したため試掘調

査を実施した。

調査の結果

調査地の東西方向に5本のトレンチを掘削

した。表土を 2 0cm～ 4 3cm剥 いだところで明

黄褐色砂層 。灰褐色砂層 。黒褐色砂層が現れ、

確認精査を行ったが、遺構 。遺物ともに確認

されなかった。調査地の北側にはクルミの大

木が植えられており、状況を見た上で伐採を

し調査を実施する予定でいたが、掘削したト

レンチの状況より判断し調査を終了した。

枇杷坂遺跡群位置図 (1:10,000)

トレンチ掘削状況



トレンチ掘削状況

|~~~~

枇杷遺跡群 トレンチ設定図 (1:1,∝0



試掘調査

24

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

立地と経過

矢沢遺跡 1

佐久市大字上平尾字矢沢 1751外

佐久市 (農林課 )

上平尾呆樹団地造成事業

平成 8年 10月 7～ 9日

6,000コピ

三石 宗一

矢沢遺跡は、平尾富士南西麓の緩斜面上に位

置し、標高780m内外を測る。当遺跡の西方に

は矢口古墳群、東方には矢沢古墳群が存在し、さらに南方には、十二の前遺跡・橋ケ窪遺跡 。城

古墳群等が展開している。十二の前遺跡 。橋ケ窪遺跡では、平成 5年度に市道整備事業の際に試

掘調査が行われ、橋ケ窪遺跡から平安時代の杯と羽釜が出土している。また、橋ケ窪遺跡の南端

には一本松古墳群があり、平尾山都市公園事業に伴い、平成 5年度に発掘調査が行われた。

今回、佐久市農林課により、上平尾果樹団地造成事業として道路の拡幅および新設が計画され

たため試掘調査を実施した。

調査の結果

調査は、道路用地内にA～ Tの 20本のトレンチを掘り下げ、遺構の確認を行ったが、遺構 。遺

物ともに確認されなかった。

矢沢遺跡 1位置図 (1:10,000)

調査区遠景 (南方から)

-34-



矢沢遺跡1調査全体図 (1:2,500)
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試掘調査

25

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

中道遺跡

佐久市大字前山字中道H3-1他

佐久市

公営住宅建設事業

平成 8年 H月 13日 ～H月 14日

10,248rr

冨沢 一明

立地と経過

中道遺跡は野沢平の西方、千曲川と片貝川に挟まれた沖積低地に存在する。遺跡周辺の標高は

670m内外を測る。遺跡内では昭和46年 に一部分の調査が行われ古代律令期の竪穴住居址が検出

され、遺物としては奈良三彩「蓋」などが出土している。今回、佐久市において公営住宅建設事

業,泉団地立て替え工事が計画され、試掘調査を行う事となった。

調査の結果

開発対象地は現在、建物が立っている為、空き地部分に合計14カ所の枡掘りを行った。その結

果、調査地北東側から竪穴住居址 3軒 (古墳時代後期・平安時代)と土坑、溝状遺構が確認された。

また、調査地西側は緩やかに西側の片貝川に向けて落ち込む地形を示し旧流路的な様子を示した。

この部分からは弥生土器 。土師器などが出土し、或いは水田址等が検出される可能性が指摘でき

る。試掘調査の結果から、今回の試掘面積が開発対象地にたいして極めて限定された範囲である

為、遺構の広がり等の把握が不十分であり、既存建物が撤去された後、改めて保護協議を行うこ

ととなった。

中道遺跡位置図(1:10,000)

住居址検出状況(南 より)トレンチ掘削状況(西 より)



中道遺跡調査全体図 (1:1,000)

調査風景 (東 より)



試掘調査

26 鋳師屋遺跡群

所 在 地 佐久市大字小田井字下田279-1外

開発主体者 佐久建設事務所

開発事業名 県単高速道関連道路改良

調 査 期 間 平成 8年 H月 14日

面   積 1,980ぽ

調査担当者 須藤 隆司

立地と経過

鋳師屋遺跡群は、佐久市大字小田井地籍に所在する。

本遺跡群では県営圃場整備事業で前田遺跡等が調査さ

れ古墳時代から平安時代にかけての大規模な集落が確

認されている。

今回、佐久建設事務所が高速道関連道路改良事業を

本遺跡群の隣接地に計画したため試掘調査を実施した。

調査の結果

西端に浅間第一軽石流の堆積がみられたが、調査区

の大半は砂層堆積に示された低地であり、遺構 。遺物

は確認されなかった。
鋳師屋遺跡群 調査 トレンチ

鋳師屋遺跡群位置図 (1:10,000)

鋳師屋遺跡群調査全体図 (1:2,OC10)



試掘調査

27 岩村田遺跡群

所 在 地 佐久市大字岩村田字六供後3588… 1外

開発主体者 株式会社 大阪屋

開発事業名 店舗・駐車場増築工事

調 査 期 間 平成 8年 H月 21日

面   積 1,174ぽ

調査担当者 須藤 隆司

立地と経過

岩村田遺跡群は、佐久市大字岩

村田地籍に所在する。調査地点の

周辺では、六供後遺跡が昭和55年

に調査され、弥生時代 。中世の遺

構 。遺物が検出されている。

今回、株式会社大阪屋が店舗・

駐車場増築工事を本遺跡群内に計

画したため、試掘調査を実施した。

調査の結果

3カ所のトレンチで試掘調査を

行った。本調査地点は、本年度に

日本道路公団の廃土処理・農地造

成事業に伴って試掘調査した地点

の北倶1に接する。現状は台地上を

呈するが、それは3mに 及ぶ盛り

土の結果であり、旧地形は日本道

路公団調査地点と同様に浅い谷状

地形であった。

遺構・遺物は確認されなかった。

岩村田遺跡群 位置図(1:1,剛 )

岩村田遺跡群 調査全体図(1:1,CXXl)

岩村田遺跡群 調査 トレンチ



試掘調査

28 長土呂遺跡群
上村遺跡・上前田遺跡

所 在 地 佐久市大字長土呂字上村1479-2他

開発主体者 佐久市

開発事業名 区画整理道路建設

調 査 期 間 平成 8年 H月 21日

面   積 816ポ

調査担当者 冨沢一明

立地と経過

長土呂遺跡群は佐久市の北西方向にあり、浅間山の火砕流により形成された台地が低湿地と接

する部分に位置する。周辺の遺跡としては同じく台地の先端に位置する周防畑遺跡や清水田遺跡

がある。現在遺跡周辺では、北陸新幹線「佐久平駅」建設に伴う大規模な工事が進められており

旧来の水田風景を一変している。今回、佐久市において新幹線駅周辺区画整理事業が進められ昨

年に引き続き、計画道路部分の試掘調査を行うこととなった。今回の対象地は平成 7年に発掘調

査が行われた上村遺跡の南隣に位置する。

調査の結果

開発対象地である道路敷きに幅1.6mの トレンチを平行に設定して調査を行った。その結果、北

側より平成 7年度調査地点に続くと考えられる弥生時代の溝状遺構が確認された。また、東側で

は砂層に埋没した氾濫原的な部分より溝状の流路が 2本確認された。

試掘調査の結果から、保護協議を行ったが設計変更は難しく発掘調査を行う事となった。

長土呂遺跡群位置図(1:10,000)

トレンチ掘削状況 (東 より)トレンチ掘削状況 (南 より)



長土呂遺跡群調査全体図 (1:1,000)



試掘調査

29 中西の久保遺跡群

所 在 地 佐久市大字岩村田字東西ノ久保

2351-1イ也

開発主体者 学校法人 佐久学園

開発事業名 グラウンド造成

調 査 期 間 平成 8年 11月 26日 ～28日

面   積 29,907ぽ

調査担当者 小林 員寿

経過と立地

中西ノ久保遺跡は、湯川の第一河岸段丘上に位置し、一段上の第 2河岸段丘上には、北に北西

の久保、北東には一本柳遺跡群、北西には鳴澤遺跡群、東には中鳴澤遺跡群が隣接する遺跡の密

集地に存在している。平成 7年度に実施された隣接地の調査では古墳時代の集落が確認されてい

る。今回遺跡のほぼ全域におよぶグランド造成が、学校法人佐久学園により計画されたため事前

に試掘調査を実施した。しかし、今回の調査はあく

までも試掘調査の更に予備調査的な調査にとどまる

ものである。

調査結果

トレンチによる調査の結果、現地表面から0.5～

1.8m下 には過去においてこの地が湿地帯であった

ことを示す泥炭層が、50～ 80cmの堆積層を形成し

ていることが明らかとなった。泥炭層の下層には湯

川の氾濫による河床面が存在している。

泥炭層中に切り込む住居址が 1軒確認されたこと、

土器が含まれていること等から泥炭層の調査は必要

である。

泥炭層の上層には砂の堆積層が形成されている。

トレンチの断面観察からこの砂層中にも1～ 3面の

水田面が存在することが確認できた。平面調査が必

要である。

中西の久保遺跡群位置図 (1:10,000)

中西の久保遺跡群全景



中西の久保遺跡群 トレンチ設定図 (1:2,000、 天が北)
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試掘調査

30 一本柳遺跡群

所 在 地 佐久市大字岩村田字東大門先2058外

開発主体者 株式会社 平和不動産

開発事業名 宅地造成

調 査 期 間 平成 8年 H月 28・ 29日

面   積  2,473ピ

調査担当者 須藤 隆司

立地と経過

一本柳遺跡群は、佐久市大字

岩村田地籍に所在し、火砕流台

地上に立地する。本遺跡群では

弥生時代から中世の遺構 。遺物

が確認されており、本調査地点

の南方には昭和46年 に調査され、

金銅製の杏葉が出土した東一本

柳古墳が存在する。

今回、株式会社平和不動産が

本遺跡群内に宅地造成事業を計

画したため試掘調査を実施した。

調査の結果

右図のトレンチ14本を設定し

て試掘調査を行つた。

耕作土と浅間第一軽石流の間

に20cm程 の黒褐色土堆積がみら

れたが、南側の台地から北側の

低地に至る緩斜面地形を呈して

おり、本調査地点では遺構・遺

物は確認されなかつた。

一本柳遺跡群 位置図(1:1,000)

一本柳遺跡群 調査 トレンチ

一本柳遺跡群 調査全体図(1:1,CIC10)



試掘調査

31

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

立地と経過

跡坂遺跡群

佐久市大字小田井字鮫月850-5外 4

大蔵不動産株式会社

建売住宅建設

平成 8年 12月 3日

1,674ぽ

上原 学

跡坂遺跡群は、佐久市北端の南北方向にのびる田切り地形の台地上に展開する。調査区は遺跡

群の最北端に当たり、北側は道路を挟み御代田町との境界線に接する。標高は755mを測る。

今回、大蔵不動産株式会社による建売住宅建設工事が行われることとなり、遺構の有無を確認

するため試掘調査を行った。

調査の結果

調査区に南北方向のトレンチを3本設定し、表土から深さ3 0cm程度のローム土上面において

遺構の確認を行った。その結果遺構 。遺物ともに認められなかった。

御代田町

跡坂遺跡群近景 (南から)

跡坂遺跡群位置図 (1:10,∝Ю)

跡坂遺跡群近景 (東から) 跡坂遺跡群全体図 (1:1,CX10)



試纏調瞼

鳴沢遭跡群

蜻鶯

所 在 地

開発主体者

開発事業名

鰤睫鰈茫鰤

佐久市大字根々井字五里田 945-1外

長野県土地開発公社

長野県警察本部

佐久地区職員待機宿舎建設

調 査 期 間 平成8年 12月 6日

面   積 3,300ぽ

調査担当者 三石 宗一

立地と経過

鳴沢遺跡群は、湯川の右岸に位置し、標高681～ 685mを測る。当遺跡群の東方には上鳴沢古墳

群、西方には姫宮塚古墳が存在する。また平成 3年度には、今回の調査地の北偶1に隣接する鳴沢

遺跡群上鳴沢遺跡 1の試掘調査が行われ、竪穴住居址 1棟、弥生時代と考えられる円形周溝墓 1

基が検出され、平成 6年度に試掘調査が行われた鳴沢遺跡群 2では、弥生時代中期から後期を中

心とする竪穴住居址18棟、土坑10基等多数の遺構が検出されている。また東方には、谷を隔てて

北西ノ久保遺跡・中西の久保遺跡群が存在する。

今回、長野県土地開発公社により、長野県警察本部佐久地区職員待機宿舎の建設が計画された

ため、遺構の状況を確認するため試掘調査を実施した。

周辺遺跡位置図 (1:5,000)

-46-

鳴沢遺跡群五里田遺跡位置図 (1:10,000)
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調査の結果

今回行った試掘調査は、開発予定地3,300ぜ のう

ち、建物用地部分について、東西 3本のトレンチを

掘り下げ、遺構の確認を行った。調査の結果、弥生

時代と考えられる竪穴住居址H棟の他、径 8～ 10

mを測る円形周溝墓と考えられる溝、土坑等が検出

され、本調査区付近には弥生時代を中心とする遺構

が多数存在することが予想された。試掘調査終了後、

保護協議を行い、調査区南側の建物用地部分約1,400

ピについて平成 9年度に発掘調査を行い、北側の駐

車場用地部分については、遺構の分布状況を確認す

るため試掘調査を実施した後、埋土保存することと

なった。
鳴沢遺跡群五里田遺跡調査地点近景 (東方から)

ＩＱ

鳴沢遺跡群五里田遺跡調査全体図 (1:1,Cpclcl)



試掘調査

33 岩村田遺跡群

所 在 地 佐久市大字岩村田字六供後3587-1外

開発主体者 日本道路公団

開発事業名 農地造成

調 査 期 間 平成 8年 12月 9日 ～12日

面   積 H,630ぽ

調査担当者 須藤 隆司

立地と経過

岩村田遺跡群は、佐久市大字岩村田地籍に所在する。今回、日本

道路公団の上信越自動車道 4車線化工事における廃土を用いた農地

造成が本遺跡群内に計画されたため、試掘調査を実施した。

調査の結果

事業計画地は、小田切り地形内である。本地点が遺跡群内に含ま

れていた理由は、堀や古代水田の存在を推定したものと思われるが、

右図のトレンチによる調査では、本調査地点は浅い谷状地形であり、

古代水田及び他の遺構は確認されなかった。

岩村田遺跡群 位置図 (1:10,000)

岩村田遺跡群 調査 トレンチ
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岩村田遺跡群 調査全体図(1:4,CX10)



試掘調査

蜻輻 又綽跛茫鰤 飩

所 在 地 佐久市大字平賀4901,4914

開発主体者 株式会社 アートクロス

開発事業名 宅地造成

調 査 期 間 平成 8年 12月 10日

面   積  1,419ぽ

調査担当者 林 幸彦

立地と経過

北谷津遺跡は、平賀の南東部にあり、県史跡平賀城跡大手門跡の西側に位置する。付近は北側

と南側の丘陵に挟まれた低地であって遺跡の中央を東から西流する小河川がみられる。東の台地

上には、萩元古墳や西大久保古墳群が存在する。

今回、株式会社アートクロスが宅地造成をすることになり試掘調査を実施した。

東西に3本のトレンチを入れ精査したが、遺構遺物は検出されなかった。

I層 盛土 (客土 )

Ⅱ層 耕作土

lll層  黒褐色土
(10YR3/1)強粘質土

Ⅳ層 灰黄褐色上
(10YR4/2)強粘質土

白色粘土含む

V層  黒掲色土
(10YR3/1)強粘質土

(泥炭質 )

Ⅵ層 灰黄褐色土
(10YR4/2)強粘質土

Ⅶ層 黒褐色土
(10YR3/1)強粘質上

(泥炭質 )

4891 畑l

′
″
・″
ケ
■ヽ

ナI11/

/
4916-2 'Illl

ヽ
　

‐
ヽ

北谷津遺跡 I位置図 (1:10,000)

北谷津遺跡 1調査全体図 (1:1.500)北谷津遺跡 1土層柱状図
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試掘調査

35 滝遺跡

所 在 地 佐久市大字平賀字滝4276-1

開発主体者 有限会社 中央不動産

開発事業名 宅地造成

調 査 期 間 平成 8年 12月 H日

面   積 1,722♂

調査担当者 冨沢一明

立地と経過

滝遺跡は佐久市平賀に所在し、遺跡の北側には滑津川により形成された小規模な沖積地が広が

る。遺跡地形は北西に傾く傾斜地であり、南側にある標高849mの山地に続く。この山上には平

賀城跡が存在する。今回、有限会社 中央不動産により宅地造成の計画がなされ、遺跡内である為、

試掘調査を行うこととなった。

調査の結果

開発対象地に計10本のトレンチを設定し調査をおこなった。その結果、対象地中央部より中世

と考えられる方形の P it 2カ 所と焼土 。炭化物を混入した竪穴状遺構 1基が確認された。この竪

穴状遺構はその覆土の状況より2棟の遺構が重複しているものと考えられた。また遺跡の北西恨1

は低地へと続く傾斜が確認され、黒色土の堆積が確認されたが遺物は確認されなかった。

試掘調査の結果を受け保護協議が行われ、遺構は検出部分を設計変更により盛土保存する事と

なった。

一樹
＝
＝
＝
轟

議
無
一一一彗

“
鮮
苺
薔
一■
彗

滝遺跡位置図 (1:10,000)

滝遺跡調査地点遠景 (南 より)
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滝遺跡調査全体図 (1:1.000)

トレンチ掘削状況 (東より)



試掘調査

36

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

枇杷坂遺跡群

佐久市大字岩村田字下穴虫240-1

有限会社 サンコー地所

宅地分譲

平成 8年 12月 13日

822ぽ

上原 学

立地と経過

枇杷坂遺跡群は、岩村田市街地の北西をおよそ南北方向にのびる田切り地形の台地上に展開す

る。調査区は遺跡群のほぼ中央の西端に位置し、標高は728mを 測る。西側は標高差 10mの

田切りとなる。

今回、有限会社サンコー地所による宅地分譲が行われることとなり、遺構の有無を確認するた

め試掘調査を行った。

調査の結果

調査区に南北方向のトレンチを3本設定し、遺構の確認を行った。その結果、遺構・遺物とも

に認められなかった。

和Qメガ

枇杷遺跡群近景 (南から)

枇杷坂遺跡群位置図 (1:10,000)

枇杷遺跡群近景 (東から)

-52-

枇杷坂遺跡群全体図 (1:1,000)
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試掘調査

37

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

桟敷遺跡

佐久市大字安原桟敷 1525-1

富士ケミカル株式会社

事務所 。倉庫建設

平成 8年 12月 18日

1,709ビ

上原 学

立地と経過

桟敷遺跡は岩村田市街地の西側に位置し、南北方向に流れる湯川の左岸段丘面上に展開する。

調査区は遺跡の北寄りに位置し、標高は720mを 測る。

今回、富士ケミカル株式会社による事務所・倉庫建設工事が行われることとなり、遺構の有無

を確認するため、試掘調査を行った。

調査の結果

調査区に東西方向のトレンチを7本設定し、表土から深さ3 0cm～ 4 0cmの ローム層上面にお

いて遺構の確認を行なった。その結果、遺構 。遺物ともに認められなかった。

桟敷遺跡位置図 (1:10,CXXl)

桟敷遺跡近景 (西から)

桟敷遺跡近景 (南西から)

桟敷遺跡全体図 (1:1,0∞ )



38 地ヶ入遺跡

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字志賀字地ケ入

佐久建設事務所

緊急地方道路整備事業

平成 8年 12月 18日

5,400ピ

須藤 隆司

試掘調査

立地と経過

地ケ入遺跡は、佐久市大字志賀地籍に所在し、

今回、佐久建設事務所が遺跡内に緊急地方道路整

備事業を計画したため、試掘調査を実施した。

調査の結果

調査区の山沿い及び急斜面では耕作土以下が岩

盤であり、遺構・遺物は確認されなかったが、緩

斜面の範囲で平安時代の土師器十数片が検出され、

住居址の存在が確認された。そこで、平成 9年度

に本調査を実施する運びとなった。

① ,

分布調査で平安時代の遺物が採取されている。

棄 ■
ト

地ケ入遺跡 調査全体図 (1:1,000)

地ケ入遺跡 位置図 (1:1,000)

地ケ入遺跡 調査 トレンチ



試掘調査

39

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

中原遺跡群

佐久市大字中込字梨ノ木38

三河田字大塚 4

株式会社石井商会

倉庫・事務所建設

平成 9年 1月 14日

2,975轟
2

小林 真寿

３

　

　

５
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一

つ
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ヮ
′
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０

経過と立地

中原遺跡群は、津上製作所信州工場から三河田の集落にかけて展開する。遺跡群の南部は滑津

川との比高 25mを測る断崖となっている。標高は679～ 687mを 測る。昭和 62・ 63年、

平成 8年に行われた梨の木遺跡の調査では、中世の遺構 。遺物が検出されている。今回、株式会

社石井商会による倉庫 。事務所の建設が計画されたため事前に試掘調査を実施した。

調査結果

開発予定地の地形に直交して東西方向に4本のトレンチを地表下0.5mに存在する浅間山第 1軽

石流の堆積層の上面を検出面として掘削したが、遺構 。遺物ともに確認されなかった。

―-55-―



中原遺跡群 トレンチ設定図
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試掘調査

40 岩村田遺跡群

所 在 地 佐久市大字岩村田字中宿808-1

開発主体者 医療法人三世会金沢病院

開発事業名 病院建設

調 査 期 間 平成 8年 1月 14日

面   積 450ピ

調査担当者 冨沢 一明

立地と経過

岩村田遺跡群は佐久市岩村田に所在し、遺跡のほとんどは現在岩村田の市街地となっている。

この岩村田の街は中世より大井氏の城下町として栄えていたが文明十六年(1484)村上氏によつて

焼き討ちにあい灰儘に帰したことが文献『四隣諄藪』に記されており、稀少な資料である中世町

屋が兵火に遭遇しているとは言え良好な状態で発見される可能性がある地域である。

今回、医療法人三世会 金沢病院によって病院建設が計画され、 遺跡内の為試掘調査を行うこ

ととなった。

調査の結果

開発対象地に5× 5mの 区画を2カ 所設定し調査をおこなった。その結果、対象地東側より古

墳時代中～後期と考えられる竪穴住居址 1軒 と中世と考えられる大型の土坑が検出された。また

西側からは平安時代の竪穴住居址 2軒 と土坑 。P itが確認された。出土遺物は古墳時代の土師器

甕・中世内耳土鍋片などがあつた。

試掘調査の結果を受け保護協議が行われたが、設計変更は難しく記録保存を目的とする発掘調

査が実施されることとなった。

岩村田遺跡群位置図 (1:10βЮ)

岩村田遺跡群調査全体図 (1:1,OCXl) トレンチ掘削状況(東より)



試掘調査

41

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

上小平遺跡

佐久市大字岩村田字上小平4234-1

与志本林業株式会社

宅地造成

平成 9年 1月 16日

2,138〆

上原 学

立地と経過

上小平遺跡は岩村田市街地の西方に位置し、南北方向に流れる湯川の左岸段丘面上に位置する。

調査区は、遺跡の北寄りに位置し、標高は717mを 測る。

今回、与志本林業株式会社による宅地造成工事が行われることとなり、遺構の有無を確認する

ため試掘調査を行った。

調査の結果

調査区に南北方向のトレン

を行った。その結果、遺構・

下げた結果、砂層が4m以上
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上小平遺跡位置図 (1:10,000)

上小平遺跡遠景 (東から)
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上小平遺跡全体図 (1:1,OCXl)



試掘調査

42
所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

周防畑遺跡群

南近津遺跡
佐久市大字長土呂字南近津 H63-6外

株式会社アメック

宅地造成

平成 9年 1月 16。 17日

2,020ピ

三石 宗一

立地と経過

周防畑遺跡群は、佐久市の北部、田切り地形に挟まれた台地上に位置する。田切りを挟んだ西

方には近津遺跡群、東方には芝宮遺跡群・長土呂遺跡群が存在する。当遺跡群内では周防畑A遺

跡、周防畑 B遺跡の発掘調査が行われており、周防畑A遺跡からは奈良時代の竪穴住居址 1棟、

平安時代の竪穴住居址 4棟、周防畑B遺跡からは弥生時代後期の竪穴住居址23棟 。円形周溝墓 2

基、平安時代の竪穴住居址18棟、掘立柱建物址等が調査されている。また、昭和58年度・平成 3

年度には、今回の調査地の南側に近接する若宮遺跡 I・ Ⅱで古墳時代後期から平安時代の竪穴住

居址17棟等が調査されている。

今回、株式会社アメックにより、宅地造成が計画されたため、遺構の状況を確認するため試掘

調査を実施した。

調査の結果

調査は、開発予定地内に東西 4本のトレン

チを掘り下げ、遺構の確認を行った。調査の

結果、古墳時代後期から平安時代と考えられ

る竪穴住居址14棟の他、土坑、ビット等が検

出された。表土から遺構確認面までの深さは、

調査区東倶1で約80cm、 トレンチ西端部で約60

cmを測る。

試掘調査終了後保護協議を行い、開発予定

地の周縁部および道路部分について、平成 9

年度に発掘調査を実施することとなった。

周防畑遺跡群南近津遺跡位置図 (1:10βЮ)

調査区近景 (東方から)



遺構検出状況 (東方から) 遺構検出状況 (西方から)

遺構検出状況 (西方から) 遺構検出状況 (南方から)

周防畑遺跡群南近津遺跡調査全体図 (1:1,000)



試掘調査

43 藤塚遺跡

所 在 地 佐久市大字常田字一ツ岩8351-1外

開発主体者 コトヒラエ業株式会社

開発事業名 工場建設

調 査 期 間 平成 9年 1月 20～ 27日

面   積 9,509ピ

調査担当者 須藤 隆司

立地と経過

藤塚遺跡は佐久市大字常田地籍に所在する。

本遺跡では古墳群及びその集落が確認・調査

されている。今回、コトヒラエ業株式会社が

遺跡内に工場建設を計画したため、試掘調査

を実施した。

調査の結果

本調査地点の東側に

は藤塚 6号墳があり、

本調査地点においても

古墳の存在が予想され

たが、古墳及びその痕

跡は存在していなかっ

た。また、集落の広が

りも予想されたが、本

調査地点の東辺が傾斜

変換点となり、調査地

点は西方に傾斜する斜

面地を構成しており、

遺構 。遺物は確認され

なかった。

藤塚遺跡 位置図 (1:1,CXXl)

藤塚遺跡 調査 トレンチ

盈寡 =Q g661

藤塚遺跡 調査全体図 (1:1,500)



試掘調査

44 曽根城遺跡

所 在 地 佐久市大字小田井字曽根城197-3

開発主体者 株式会社 平和不動産

開発事業名 宅地造成

調 査 期 間 平成 9年 1月 21日

面   積  1,394ピ

調査担当者 上原 学

立地と経過

曽根城遺跡は佐久市の北に位置し、田切り地形の台地上に展開する。付近には周防畑遺跡・芝

宮遺跡が所在し、多くの遺構が調査されている。調査区は遺跡のほぼ中央に位置し、標高は756

mを測る。

今回、株式会社平和不動産による宅地造成が行われることとなり、遺構の有無を確認するため

試掘調査を行った。

調査の結果

調査区に4本のトレンチを設定し、遺構の確認を行った。その結果、住居址 7軒、土坑、溝を

検出した。遺構確認は、表土からlmの砂層及びローム土上面で行ったが、 トレンチ断面には上

層の黒色土から掘り込まれた遺構も認められた。遺物は土師器・須恵器片が数点出土した。

曽根城遺跡位置図 (1110,000)

曽根城遺跡遠景 (南から)
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曽根城遺跡全体図 (1:1,000)

曽根城遺跡遺構確認状況



試掘調査

45 大塚遺跡群 1

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字中込字立石 2983-1、 2984-1

モービル石油株式会社

ガソリンスタンド建設

平成 9年 1月 23日

1,450〆

三石 宗一

立地と経過

大塚遺跡群は、佐久市の中央部、佐久市

大字中込に所在し、標高683m前後を測る。

遺跡群の南端には中込大塚古墳が存在する。

東方には田切りが形成され、この田切りを

挟んだ東方には深堀遺跡群が展開している。

遺跡群の東側を国道141号バイパスが南北

に通過しており、今回の調査対象地は遺跡

群の東端部、国道141号バイパス沿いに位

置する。

今回、モービル石油株式会社により、ガ

ソリンスタンドの建設が計画されたため、

遺構の有無を確認するため試掘調査を実施

した。

調査の結果

調査は、開発予定地内に南北 4本のトレ

ンチを掘り下げ、遺構の確認を行った。調

査の結果、遺構 。遺物ともに確認されなか

った。表土から遺構確認面である褐色の砂

質土層までの深さは40～50cmを測り、さら

にその下層には砂層の堆積が確認された。

可
Э
ザ
／

大塚遺跡群 1位置図 (1:10,000)

大塚遺跡群 1調査全体図 (1:1,000)



試掘調査

46 東大久保遺跡群

所 在 地 佐久市大字上平尾字塚畑786-1

開発主体者 三映電子工業株式会社

開発事業名 工場新築工事

調 査 期 間 平成 8年 1月 28日

面   積  1,437ピ

調査担当者 冨沢 一明

立地と経過

東大久保遺跡群は佐久市の東方、湯川により形成された段丘縁に南北に細長く分布する遺跡群

である。遺跡群内には大井氏との関係で語られる白岩城跡などがある。また遺跡群の東方にそび

える平尾山には大規模な中世山城として知られる平尾城があり、近年の調査成果によると周辺部

の山並みには砦状の改変部分がいくつか発見されている。

今回、三映電子工業株式会社によつて工場建設が計画され、遺跡内の為試掘調査を行うことと

なった。

調査の結果

開発対象地に計 6本のトレンチを設定し調査をおこなった。その結果、対象地中央部から東側

は既存の建物基礎によ
・
り削平されていた。対象地西側からは円形の土坑とP itが確認された。出

土遺物は土師器甕の小片が 1点採集された。

試掘調査の結果を受け保護協議が行われ、建物位置の設計変更をして頂くことになり、遺構部

分は現状保存されることとなった。

東大久保遺跡群位置図 (1:10,∞ 0)

東大久保遺跡群調査全体図 (1:1,CXXl) トレンチ掘削状況(西より)



試掘調査

47

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

立地と経過

国蔵山古墳 1(隣接)

佐久市大字岩村田字下塚本 1346

株式会社 平和不動産

宅地造成

平成 9年 3月 24・ 25日

2,702ピ

三石 宗一

国蔵山古墳は佐久市大字岩村田に所在する。

この付近は、北方からのびる田切り台地が消

滅し、田切りの谷から押し出された堆積土に

よる低湿地が広がっている地域である。今回

の試掘調査地点は、国蔵山古墳の東側に隣接

し、標高約694mを 測る。

今回、株式会社平和不動

産により宅地造成が行われ

ることとなり、遺構の有無

を確認するため試掘調査を

行った。

調査の結果

開発予定地内にA～ Gの

東西 7本のトレンチを掘り

下げ、遺構の確認を行った。

調査の結果、調査区は、国

蔵山古墳に接するA～ Dト

レンチの西端部を除くほぼ

全体が低湿地内にあたり、

遺構 。遺物ともに確認され

なかった。

国蔵山古墳 1(隣接)位置図 (1:10,000)

国蔵山古墳 1(隣接)調査全体図 (1:1,000)
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48 円正坊遺跡群 1隣接)

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

立地と経過

円正坊遺跡群は佐久市大字岩村田に所在し、

北方からのびる田切り地形による台地が低湿

地と接する部分に立地する。当遺跡群内では

昭和53年度に清水田遺跡、平成 8年度に円正

坊遺跡Ⅱの発掘調査が行われ、弥生時代中期

から平安時代の竪穴住居址等が調査されてい

る。今回の調査地点は遺跡群の南西部に隣接

し、標高697m付近に位置する。

今回、クロスロード開発株式

会社により宅地造成が行われる

こととなり、遺構の有無を確認

するため試掘調査を行った。

調査の結果

開発予定地内に東西 6本のト

レンチを掘 り下げ、遺構の確認

を行ったが、遺構・遺物ともに

確認されなかった。調査区は全

体が低湿地内にあたり、円正坊

遺跡群が存在する、北方からの

田切り台地は、今回の調査地付

近で消滅するものと思われる。

佐久市大字岩村田字田中 1328-1、 1329-2

クロスロード開発株式会社

宅地造成

平成 9年 3月 25。 26日

2,997壼
2

三石 宗一

試掘調査

円正坊遺跡群 1(隣接)位置図 (1:10,000)

円正坊遺跡群 1(隣接)調査全体図 (1:1,000)



立会い調査

49 上の城遺跡群

所 在 地 佐久市大字岩村田字中八日町3107-2他

開発主体者 森泉 博夫

開発事業名 共同住宅新築工事

調 査 期 間 平成 8年 10月 22日

面   積 102ぽ

調査担当者 冨沢 一明

立地と経過

上の城遺跡群は佐久市岩村田の南、湯川の段丘上に所在する。付近の標高は705mを測り、周

辺で調査された遺跡としては西八日町遺跡 。上の城遺跡などがある。

今回、森泉博夫氏により共同住宅新築工事が計画され、教育委員会に遺跡有無の照会があった。

教育委員会では、工事設計書をもとに検討した結果、削平の深さが極めて浅い為立ち会い調査と

して実施する事となった。

調査の結果

建物基礎部分において精査を行い、遺構の有無の確認をおこなった。その結果、基礎工事部分

の削平深さは地表より20～ 30cmで 、当遺跡の遺構確認面である表土下50～ 60cmま でには達してい

なかった。その為、工事部分における遺構の確認はできなかった。よって、工事による遺跡への

影響はないと判断された。

上の城遺跡群位置図 (1:10,000)

調査地点遠景(西 より)
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建物基礎部分近景(東より)



立会い調査

50
所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

西大久保遺跡群

棧敷遺跡
佐久市大字上平尾字西大久保338外

佐久建設事務所

県単道路改良

平成 8年H月 12日

1,880ぽ

須藤 隆司 西大久保遺跡群  ・棧敷遺跡 位置図 (1:1,CXXl)

立地と経過

西大久保遺跡群は佐久市大字上平尾地籍に所在し、縄文時代から平安時代までの遺物が確認さ

れている。また、棧敷遺跡は佐久市大字安原地籍に所在し、平安時代の遺物が確認されている。

今回、両遺跡内に佐久建設事

務所が道路改良事業を計画した

ため、立会い調査を実施した。

調査の結果

調査地点は、北方に湯川を臨

む台地縁辺部である。道路拡幅

部分にトレンチを設定し、確認

調査を行ったが、両遺跡におい

て遺構・遺物ともに検出されな

かった。

西大久保遺跡群 ・棧敷遺跡 調査 トレンチ

西大久保遺跡群 ・棧敷遺跡 調査全体図 (1:1,5CXl)



立会い調査

51 根々井大塚古墳

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字根々井H82-2

佐久建設事務所

県単道路改良

平成 8年 H月 13日

165。 79〆

須藤 隆司

立地と経過

根々井大塚古墳は佐久市大字根々井地籍に

所在する。本古墳は、景観上は直径56m。 高

さ10m程の大規模な円墳を呈している。今回、

佐久建設事務所が本古墳の南側に道路改良事

業を計画したため、立ち会い調査を実施した。

調査の結果

現状での墳端部まで調査を行った

が、周溝等の古墳の施設及び他の遺

構 。遺物は確認されなかった。それ

は、本古墳の大半が浅間山起源の岩

屑流である塚原泥流によつて形成さ

れた「流れ山」で構成されているこ

とに起因する。したがって、本流れ

山が古墳であるとするならば、頂上

部付近にその存在が想定されること

となった。その点は、平成 9年度に

頂上部の試掘調査が行われ、本古墳

は流れ山の頂上部に形成された長軸

16m程の方形を呈する弥生時代終末

期の墳丘墓であることが判明した。

根々井大塚古墳 位置図 (1:1,000)

根々井大塚古墳 調査 トレンチ

根々井大塚古墳 調査全体図 (1:1,000)



立会い調査

52 光明寺遺跡

所 在 地 佐久市大字安原1672-3

開発主体者 安養寺代表役員 田島 亮忠

開発事業名 墓地造成

調 査 期 間 平成 8年 11月 20日

面   積 196ビ

調査担当者 上原 学
光明寺遺跡位置図 (1:10,CXXl)

立地と経過

光明寺遺跡は佐久平の東端、丘陵地との境付近に位置する。調査区付近の標高は 704mを 測

る。

今回、安養寺による墓地造成工事が行われることとなり、遺構の有無を確認するため試掘調査

を行った。

調査の結果

調査区に 2本の トレンチを設定 し、

れなかった。

遺構の確認を行った。その結果、遺構・遺物ともに認めら

光明寺遺跡近景 (北から)

光明寺遺跡近景 (南から) 光明寺遺跡全体図 (1:1,CXICl)



53根々井居屋敷遺跡群
(根々井館跡)

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

佐久市大字根々井字亀田626-1,627

天神山正法寺

擁壁工事

平成 8年 12月 13日

70ポ

羽毛田卓也

立会い調査

立地と経過

根々井居屋敷遺跡群は蛇行す

る湯川の北側に展開する弥生時

代から平安時代にかけての複合

遺跡である。今回の調査地点は、

遺跡群のほぼ中央に位置する県

史跡「根々井館跡」の南端にあ

たり、平成 7年度に試掘調査実

施した地区の南辺にあたる。

今回天神山正法寺が行う擁護

壁工事にともない、立会い調査

を実施した。

調査の結果

平成 7年の調査では遺構 。遺

物ともに検出されているため、

工事部分すべてを遺構の検出が

予想される2面 まで慎重に掘削

を行った。埋土を含めた表土を

25～ 8 2cm剥 ぐと炭化材微小

片を含む褐色粗砂層が出現し、

根々井居屋敷遺跡群位置図 (1:10,000)

-72-

トレンチ掘削状況



精査を行った結果、中近世の陶磁器 。硯片 。土鍋片・瓦器などの遺物が トレンチ掘削状況出土し

たが、遺構は検出されなかった。褐色色粗砂層を40cm前後剥ぐと黄褐色砂層が現れ、精査を行

った結果、古代の甕の破片が出土したが、遺構は検出されなかった。

根々井居屋敷遺跡群 トレンチ設定図 (1:500)

根々井居屋敷遺跡群近景

-73-



立会い調査

基等が調査されている。

今回、佐久市新幹線高速道課により、市道8-2

号線道路改良事業として道路の拡幅が計画されたた

め、立会い調査を実施した。

調査の結果

平成 8年 H月 21日 に拡幅部分東倶1、 平成 9年 1月

29日 に拡幅部分西側、2月 18日 に現道部分につ い

て、立会い調査を行った。調査の結果、遺構 。遺物

ともに確認されなかった。

佐久市大字塚原 1228-5外

佐久市 (新幹線高速道課)

市道改良事業

平成 8年 H月 21日

平成 9年 1月 29日 。2月 18日

7,293ぽ

三石 宗一
前田遺跡群 1位置図 (1:10,000)

調査区近景 (西方から)

へ
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54 前田遺跡群 1

所 在 地

開発主体者

開発事業名

調 査 期 間

面   積

調査担当者

立地と経過

前田遺跡群は佐久市大字塚原に所在し、標高665～ 685mを 測る。当遺跡群の北方には姫子石古

墳群、東方には宮の塚古墳が存在する。平成 8年度には、市道12-1号線改良事業に伴い、姫子

石遺跡の発掘調査が行われ、中世から近世と考えられる溝状遺構 9条、竪穴状遺構 1基、土坑25

前田遺跡群 1調査区 (1:5,OC10)



瑯96年度 (平成鮨年度)市内遺跡発掘調甕―冬表

一-75-一



名 開発主体者 所 在 地 開発事 業 名 開発面積 (nl) 保護措置 調査期 間 担当者

桟敷遣跡 昭和不動産 (株 ) 安原 宅地造成 試掘 羽毛田

円正坊遺跡 中部電力株式会社 岩村田 送電鉄塔 試掘 富沢

常田居屋敷遺跡 佐藤三千男 塚 原 アパー ト建設 試掘 424 冨沢

常 l‖居屋敷遺跡 ,也田教一 塚 原 浚渫工事 試掘 羽毛田

城 ドj董跡群 (宗 )長福寺 内山 墓地造成 試掘 羽毛田

11腸 t遺跡群 lo 磯部 清・やえ子 今井 協同住宅建築 試掘 5 25 ・26 林

ド前Fl原遺跡群 (株 )藤総業 小口井 工場造成 試掘 羽毛田

跡坂 j査跡群 (有 )新鋭開発 横根 宅地造成 試掘 須藤

番屋 iil造跡 I (株 )ほ しまん 猿久保 店舗建設 試掘 林

未周知 佐久市厚生課 中込 児童館建設 試掘 林

円正坊遺跡群2 (株 )平和不動産 岩村田 宅地造成 試掘 626～ 28 冨沢

"金

井 j董跡群 (株 )シ ステム 小田井 社屋新築 1,842 試掘 7.3 上原

番屋前 j童跡 ] (株 )ヤ マ ダ電気 猿久保 店舗建設 2.738 試掘 林

坪の 1勾遺跡 (有 勇進建設 内山 進入路建設 試掘 7 18～ 19 富沢

岩村田遺跡群 (医 三世会 岩村田 看護婦寮建設 試掘 須藤

栗毛坂遺跡群 (株 )新栄建設 岩村田 住宅展示場 試掘 上原

中道遣跡 (株 光和建設 工則 宅地造成 試掘 冨沢

lll人 久保 i童跡群 佐久市土地開発公社 下平尾 宅地団地造成 試掘 827～ 29 須藤

「
田遣跡 (株 )安井建設 大沢 宅地造成 試掘 829～ 910 冨沢

十畑遺跡群 (株 )小 金沢商店 猿久保 石油タンク 試掘 羽毛田

枇杷坂遺跡群 (株 ) 住建 岩村田 宅地造成 試掘 上原

周防畑 I 千曲錦酒蔵株式会社 長土呂 観光酒蔵新築 6,800 試掘 小林

枇杷坂遺跡群 (有 )田 園不動産 岩村田 宅地造成 試掘 羽毛田

矢沢遺跡 l 佐久市農林課 上平尾 果樹団地造成 6,000 試掘 三 石

「 道遺跡 佐久市 前山 市営住宅建設 試掘 13～ 14 冨沢

鋳師屋遺跡群 佐久建設事務所 小田井 道路改良 1,980 試掘 須藤

岩村田遺跡ll・i (株 )大阪屋 岩村田 店舗増築 試掘 須藤

長土呂遺跡 lll 佐久市 長土呂 区画整理 試掘 冨沢

中西の久保遺跡群 学校法人 佐久学園 岩村田 グランド造成 29,907 試掘

本́柳 j童跡群 (株 )平和不動産 岩村田 宅地造成 2.473 試掘 28 ・29 須藤

跡坂遺跡群 大蔵不動産株式会社 小田井 建売住宅建設 試掘 3 上原

五 lll‖]遺跡 長野県土地開発公社 根々井 県警職員宿舎 試掘 三 石

岩村田遺跡群 日本道路公団 岩村田 農地造成 試掘 須藤

北谷津道跡 l (株 )ア ー トクロス 平賀 宅地造成 試掘 林

滝遺跡 (有 )中央不動産 平賀 宅地造成 試掘 富沢

枇杷坂遺跡群 (有 )サ ンコー地所 岩村田 宅地分譲 試掘 上原

桟敷遺跡 富士ケミカル株式会社 安原 事務所・倉庫建設 1 709 試掘 上原

地ケ入遺跡 佐久建設事務所 志 賀 道路整備 5.400 試掘 須藤

中原遺跡群 (株 )石井商会 中込 事務所・倉庫建設 試掘 小林

岩村‖1遺跡群 (医 )三 世会 岩村田 病院建設 試掘 富沢

liノ l、 14j量 助ヽ 吉本林業株式会社 岩村田 宅地造成 試掘 上 原

南近津遺跡 ク 長上呂 宅地造成 試掘 三 石

藤塚遺跡 コトヒラエ業株式会社 常 田 工場建設 試掘 1 20～ 27 須藤

曽根城遺跡 (株 )平和不動産 小田井 宅地造成 試掘 上原

人塚 i童跡群 l モービル石油株式会社 中込 ガソリンスタンド建設 試掘 三石

東大
//k保 遺跡群 三映電子工業株式会社 上平尾 工場新築工事 1.473 試掘 富沢

ll・ l蔵山占墳 | (株 )平詢1不動産 岩村田 宅地造成 試掘 三石

円 li坊 遺跡群 I クロスロード開発株式会社 岩村田 宅地造成 2.997 試掘 325 ・26 三石

卜の城遺跡 lT 森泉博夫 岩村田 共同住宅新築工事 立会 冨沢

llk敷遺助t 佐久建設事務所 上平尾 道路改良 立 会 須藤

根々り1人塚古墳 佐久建設事務所 根々井 道路改良 立 会 ll 13 須藤

光りlい董跡 安養寺 安原 墓地造成 立会 上原

根々
'卜

居雄敷遺跡群 尺神山工法寺 根々井 擁壁工事 立会 羽毛田

前lll遺跡 lllT 佐久1 塚原 市道改良 立 会 1.29 三石

1996年度 (平成8年度)市内遺跡発IF■調査一覧表
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佐久市埋蔵文化財調査報告書

第 1集『金井城跡』

第2集『市内迫跡発掘謂査報告書1990』

第3集『石附窯祉Ⅲ』

第4集 『大ふけ』

第5集『立科F遺跡』

第6集『上曽根遺跡』

第7集 F三貫畑違跡』

第8集 『瀧の下遺跡』

第9集『国道141号線関係遺跡』

第10集『聖原遺跡Ⅱ』

第11集『赤座垣外遠跡』

第12集『若官遺跡Ⅱ』

第13集『上高山遺跡Ⅱ』

第14集『栗毛坂遺跡』

第15集 『野鳥久保遺跡』

第16集『石並遺跡』

第17集『市内遺跡発掘調査報告書1991J(1-3月 )

第18集 『西曽根遺跡』

第19集 『上芝宮遺跡』

第20集『下聖端遺跡Ⅲ』

第21集 『金井城跡Ⅲ』

第22集『市内遺跡発掘調査報告書1991』

第23集『南上中原・南下中原遺跡』

第24集 「上聖端遺跡』

第25集 F上久保田向Ⅳ』

第26集 『藤塚古墳群・藤塚Ⅱ』

第27集 『上久保田向Ⅲ』

第28集『曽根新城V』

第29集 『山法師運跡B― 筒村違跡B』

第30集『市内遺跡発掘調査報告書1992』

『山法師迫跡A‐ 筒村遺跡A』

『東ノ割』

『聖原遺跡Ⅶ―下曽根遺跡 I・ 前藤部遺跡 IJ

『西一本柳遺跡 I』

『市内遺跡発掘調査報告書1993』

『蛇塚B退跡Ⅲ』

『西一本柳遺跡Ⅱ―中西ノ久保遺跡J

『南下中原違跡Ⅱ』

『中屋敷遺跡』

『寺畑遺跡』

『曽根新城 1・ 1-Ⅲ ―Ⅳ―Ⅵ

上久保日向遺跡 I・ Ⅱ―V― Ⅵ―Ⅶ

西曽根遺跡Ⅱ―ⅢJ

『寄山』

『権現平遺跡』

『寺添遺跡』

『市内遺二跡発掘調査報告書1994』

『濁り遺跡』

『上芝宮遺跡V』

『池糊城跡』

艦根々井芝官遺跡』

『藤塚遺跡Ⅲ』

『寺中遺跡・中屋歎遺跡Ⅱ』

『坪の内遺跡』

『円正坊遺跡Ⅱ』

『市内遺跡発掘調査報告書1995J

『番屋前遺跡』

『聖原遺跡X』

『高師町遺跡ⅡJ

『下穴虫遺跡 I』

第31集

第32集

第33集

第34集

第35集

第36集

第37集

第38集

第39集

第40集

第41集

第42集

第43集

第44集

第45集

第46集

第47集

第48集

第49集

第50集

第51集

第52集

第53集

第54集

第55集

第56集

第57集

第58集

佐久市埋蔵文化財調査報告書 第59集
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